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多議発第  号 

令和３年12月 日 

 

多良木町長 吉 瀬 浩一郎 様 

 

多良木町議会議長 髙 橋 裕 子 

 

一般質問について 

令和３年度第５回多良木町議会（12月定例会議）において、次のとおり質問される予定で

あるから、あらかじめ通知します。 

質 問 者 ⑪猪原 清 議員 

質 問 事 項 質  問  要  旨 質問の相手 

１ 農家・農業従

事者への支援

について 

(1) 今年は８月の大雨の影響による米収量の大幅な減少と新型コ

ロナ禍における生産者米価の下落に加え、世界的な原油高騰

によるハウス農家等の経営負担増と、農業経営にとって危機

的状況が続いている。町の基幹産業としての農業を守るため

に町としての対策を講じる考えはあるか 

 

町 長 
 

２ 町営施設経営

の今後につい

て 

(1) ９月会議の決算認定時にも関連する質疑を行ったが、町が実

質的に経営しているえびすの湯など継続的な健全経営が難し

いと思われる施設経営の方向性についてどのように考えてい

るのか 

 

町 長 

３ 災害に強いま

ちづくりにつ

いて 

 

 

 

(1) 町長の施政方針で、「災害に強い町づくり」について、危機管

理防災課の新設を挙げられた。危機管理防災課に防災対策の

主幹を担わせるということであると思うが、具体的な町の対

（耐）災害基盤づくりについて町長はどのように考えている

のか 

町 長 

４ マイナンバー

カードの普及

促進について 

 

(1) 10月20日からマイナンバーカードが保険証として使用できる

ことになった。県内でも対応する医療機関・薬局は多いが、

郡市ではまだまだ使用できる医療機関・薬局はわずかであ

る。全国的には約３人に１人がマイナンバーカードを持って

いるということであることから町でもマイナンバーカードの

普及促進と医療機関の対応を早急に促進すべきではないか 

 

町 長 

 

 

質 問 者 ⑧豊永 好人 議員 

質 問 事 項 質  問  要  旨 質問の相手 

１ 町政座談会の

開催について 

(1) この数年、地区座談会を開催されていないが、町民から生の

声を聞くことが、町政では一番大切と思うが、今後、地区座

談会を開催される考えがあるのか伺いたい。 

 

町 長 
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質 問 者 ⑤村山 昇 議員 

質 問 事 項 質  問  要  旨 質問の相手 

１ 総合防災訓練

について 

(1)11月21日の日曜日にマグニチュード7.9の地震を想定した町の

総合防災訓練が行われたが、訓練の成果と反省点はどういうも

のだったのか 

 

(2)どのような団体から、何名程度の協力があり、その効果はどう

いうものだったか。 

住民との連携は、どのようになされたのか。 

また、今後の防災訓練はいつ頃、どのような形で行うのか 

  

 

町 長 

２ 障害者専用駐

車場について 

(1) 役場庁舎前に、障害者専用駐車場は、設置をしてあるが、非

常に利便性が悪いため、庁舎西側に障害者専用駐車場を設置

をした方が良いと考えるが、町長の考えを伺いたい。 

 

町 長 

 

３ 災害指定避難

所の高齢者・

障害者駐車場

及び設備につ

いて 

 

(1) 災害指定避難所となっている町民体育館は、高齢者・障害者専

用駐車場はあるが、非常に使いづらいため、体育館西側の方に

高齢者・障害者専用駐車場を設置出来ないか。また、玄関入り

口にも手すり等の安全対策がなされていないため、今後、避難

所として利便性充実を計ることが最善と考えるが町長の考え

を伺いたい。 

  

町 長 

４ 通学時、通学

路の安全対策

について 

(1) この近年、全国で通学時での交通事故が多発しているが、通

学時の安全対策はどう考えているのか。また、通学路の危険

箇所など把握をなされているのか 

  

町 長 

教育長 

５ 農業振興につ

いて 

(1) 本町の農業従事者の高齢化が進む中、今後の農業問題を３点

伺いたい。 

 ア 担い手対策について、今後の方向性を具体的に伺いたい 

 イ 振興作物について、今後の方向性を具体的に伺いたい 

 ウ あさぎり町に農業支援センターが、平成28年７月に設立さ

れたが、本町も農業従事者等を支援するためにも今後、検討

する価値があると考えるが町長の考えを伺いたい。 

 

町 長 

６ 町長選挙公約

について 

(1) 町長の選挙公約の中で３点ほど伺いたい 

 ア 町を支える若い力に投資・人材育成の具体的な考えを伺い

たい 

 イ 豊かな生活基盤を作るため、小さくとも収入が得られる事

業誘致とは 

 ウ 熊本大学と連携し、新製品の開発とは具体的に考えを伺い

たい 

 

町 長 
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２ 「土捨て場」

について 

 

(1) 毎年どこかで災害が起きている。今後、ダムを含む国・県管

理の流域河川の河道掘削、しゅんせつが行われると思うが、

その廃土を捨てる場所が必要となる。郡内の河川からしゅん

せつした土砂は現在どこに捨てられているのか。また、土捨

て場は管内に何箇所あるのか 

 

(2) 町内に計画されている「土捨て場」があるようだが、計画書

はどのようなものが提出されているか 

 

(3) 手続きはどのような手順を経て、どういう段階をたどり許可

されるのか。県営の事業との関連では問題はないのか 

 

(4) 土地の買収等はどの程度進んでいるのか 

また、その場所は土砂崩れ等の災害の危険性はないのか。慎

重に工事がなされると思うが、仮に災害が発生した場合、町

として責任が問われるのはどの範囲となるのか 

 

町 長 

３ 消防組合本部

の広域化につ

いて 

 

(1)上球磨消防組合本部・人吉下球磨消防組合本部を広域化し、

消防体制の充実、強化を図り、消防本部の規模拡大が不可欠

と思うが、町長の見解は 

 

町 長 

 

 

質 問 者 ④坂口 幸法 議員 

質 問 事 項 質  問  要  旨 質問の相手 

１ デジタル田園

都市国家構想

推進交付金に

ついて 

(1)政府は、2021年度補正予算に、地方のデジタル化推進のため、

自治体向けに新設する「デジタル田園都市国家構想推進交付

金」として、200億円を盛り込む方針を固めた。当初は100億円

で調整していたが、岸田文雄首相の看板政策を強力に推進する

ため２倍に増額した。デジタルを活用した施設整備を支援する

拠点整備交付金には460億円を充てるという新聞報道があっ

た。この事を踏まえ本町としては、どのように捉え、どのよう

に取り組まれるのか 

 

町 長 

２ エコポイント

システム導入

について 

 

(1) 「３Ｒ」（スリーアール）という言葉がある。これは 

「Reduse
リデュース

（ゴミを減らす）」、「Reuse
リユース

（繰り返し使う）」、

「Recycle
リ サ イ ク ル

（資源を再利用する）」という３つの行動を示して

いる言葉である。「３Ｒ」は、天然資源の消費を抑え、環境へ

の負担をできるだけ少なくする「循環型社会」を実現する重

要なキーワードである。この環境に配慮した３つの行動を地

域住民みんなで楽しみながら実行・促進するために「３Ｒ」

に該当する行動にポイントを付け、獲得したポイントを商品

やサービスなどと交換する制度「３Ｒエコポイントシステ

ム」を導入する考えはないか 

町 長 
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３ 自伐型林業に

ついて 

 

 

 

(1)自伐型林業は適正規模の山林を確保し、毎年、間伐生産しな

がら、長期的に経営を安定させる林業である。安定した生業

を創出され、移住・定住策となり、獣害対策、災害防止、脱

温暖化対策等の様々な効果が発揮できると思うが、どのよう

にお考えか。また、導入については如何お考えか 

 

町 長 

 

 

質 問 者 ⑩ 佐 信行 議員 

質 問 事 項 質  問  要  旨 質問の相手 

１ ふれあい交流

センターえび

すの湯につい

て 

(1)えびすの湯の運営改善に向けた具体的な対策と町長の改革案

を伺いたい 

 
町 長 

２ 防災・減災対

策について 

 

(1) 土砂流出抑止に向けた治山事業対策について、県との協議は

どの程度進んでいるのか伺いたい 

（久米川内川、枝川内川、奥野川水系） 

 

(2) 久米川内川の砂防堰堤の増設についての町の見解は 

 

町 長 

３ 「企業・法人

等との協働の

森づくり」事

業について 

 

(1)企業との協働の森づくり事業に積極的に取り組む考えは 

 

(2)「一般財団法人たらぎまちづくり推進機構」との事業の連携

の考えは 

 

町 長 

４ 防火水槽につ

いて 

 

(1)無蓋防火水槽の維持管理計画について伺いたい 

ア 点検整備について 

イ 無蓋防火水槽についての所有者名義等について 

ウ 公有財産とするのか、その計画は 

エ 防火水槽の表示板について 

 

町 長 

 

 

質 問 者 ⑨久保田 武治 議員 

質 問 事 項 質  問  要  旨 質問の相手 

１ 町長のマニ

フェストにつ

いて 

(1)高齢者が安心して暮らせる福祉の町づくり、医療・介護環境の

整備を今後どのように進めていかれるのか 

 

(2)子どもたちの未来・子育て支援の充実にどのように取り組まれ

るのか。（未就学児の国保税「均等割」を５割軽減する国の制度

が始まるが、対象を広げられないか） 

 

 

 

町 長 
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２ くらしと営業

への支援につ

いて 

 

(1) 総務省が原油価格の影響を受けている生活者や事業者への交

付税措置を発表したが、どのように具体化されるのか 

 

(2) 米価下落に独自の補助を実施する自治体が出てきているが、

本町でも検討できないか 

 

町 長 

３ 農地等の保

全・管理につ

いて 

 

 

(1)農地パトロールが実施されているが、遊休農地や耕作放棄地

の現況と利用権の設定などの現状と問題点について伺いたい 

 

(2)中山間地での農地の有効な利活用、対策についてはどのよう

に進めていかれるのか 

 

町 長 

４ 学校での「平

和教育」につ

いて 

 

(1)「平和教育」の意義、必要性についての認識を伺いたい 

 

(2)学校現場ではどのように実践されているのか。課題や問題点

についてはどのようにお考えか 

 

(3)今後、どのように取り組んでいかれるのか 

 

教 育 長 

５ 「流域治水」

について 

 

(1)県知事や国土交通省は、「流域治水」について住民の意見を聞

くと言っているが、「住民参加」を求める申し入れについて回

答をしていない。特に流水型ダムについてどのように民意を

把握し、反映するのか、町長は協議会の一員としてどのよう

にお考えか 

 

(2)住民参加・参画して論議を充分行った上で、河川整備計画は

作られるべきだと思う。市町村長が、河川整備計画の作成を

国に求めているが、ダム建設を前提とする整備計画を急ぐべ

きではないと思うが、どのようにお考えか 

 

町 長 

 

 

 


